	国際ロータリー第 XXXX地区
交換のしおり
来日する学生と
それを支える保護者に対しての手引き

条件　－　規則　－　期待
（本人・保護者の署名が必要な『宣誓書』あり）
20YY-20ZZ
第XXXX地区 青少年交換委員会
http://www.rotaryXXXX.org/
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Rotary District XXXX, PPPP Pref., Japan

Located in central Japan, D.2760 encompasses Aichi Prefecture. The population of Japan stands at 127,700,000, with the population of Aichi Prefecture being 7, 260,000. The capital city of Aichi, Nagoya, has a population of 2,220,000, and is Japan’s fourth largest city. It is the home of leading automobile makers, and industries. The climate consists of four very distinct seasons and the annual average temperature is 15℃. However, the temperature can fall to -5℃ in the winter and reach 35℃ in the summer. So we have 4 seasons.


交換の条件
交換期間:
　交換期間は、１０ヵ月以上１１ヵ月半未満が望ましい。
　また、すべての夏期の来日学生は、8月15日以降到着し、翌年８月１日までに帰国すること。
　また、すべての冬期の来日学生は、1月18日以降到着し、翌年遅くとも1月15日までに帰国することが望ましい。 

日本への来日手段:

　来日学生の到着空港はｘｘｘｘ空港（空港番号ｘｘｘ）とする。学生は到着予定日、時間及び航空便番号を、決定次第なるべ
　く早く、地区青少年交換委員会及び第１ホストファミリーに連絡しなければならない。
日本からの帰国:

　学生は帰国に際して、派遣元地区および受入地区の青少年交換委員会とで取り決められたルートで帰国しなければな
　らない。そのルートは、学生本人の家族の重大な病気または死亡という特殊事情がない限り、変更してはならない
親／法的保護者:

　親／保護者は交換を確実に成功に導くためにいろいろな責任を持つ。これらには適切な学生への思いやりのサポートを
　含む。親は衣服などの購入、娯楽のための費用、個人的な旅行やその他費用で、ロータリーが負担しない費用に対して
　十分な金銭的なサポートを補償しなければならない
親／保護者の日本への訪問:

　親（または親戚）は、特に交換前半の半年間は来日している学生を訪問すべきではない。過去の経験によると、早い時期
　の訪問は学生本人を落胆させたり、気が落ち着かなくなることがあった。学生たちのホームシックが親や親戚の訪問する
　ことによって助長されることがしばしばあった。
　親、または親戚は、学生達の新しい環境に早くなじむように注意を払う必要がある。
　それでも、もし親が訪問を希望する場合は、先ず最初にホストロータリークラブに丁寧にコンタクトを取り、希望の来日およ
　び帰国の日程や旅程を提示しなければならない。これは訪問と旅程ともに承諾を得ることになる。温かい心のこもったレ
　セプションがあることが予想されるが、ロータリークラブに具体的な形でそれを求めてはならない。
　親は、受入クラブが面倒見てくれていることを理解し、あまり配慮の無いアクセスをすべきではない。
費用

　親、保護者あるいは（来日）学生が準備する費用
  (1)　自宅から最終到着場所（空港）までの往復航空券
　(2)　無料か否かに係わらず、帰国便の（荷物も含む）費用。超過荷物の支払ができないということで、空港でおろおろし
　　　ている学生が毎年何人かいる
　(3) 衣服や学生本人の個人的費用
　(4) 旅行費用、お土産、郵便費用、国内・国際電話料金などを含む、その他個人的費用
　　 危機対応のために携帯電話は許可するが、プリペイド方式などで費用は学生本人負担とする。
　(5) 緊急時対応費用は少なくとも\\,\\\万円持参すること。この基金は緊急時の旅行、衣服や予想外の出費や
　   必要時に使われる。日本到着後学生本人の名前で預けられ、無駄に使われることがないように学生の
　　 カウンセラーは学生に対しアドバイスを与えるものとする。
     この基金は帰国時に直ちに返却される。
　(6) すべての保険に関しては、『保険』に記載されている項目を必要とする。加えて、日本においては、国民健康保険
　　　『税』として、\\、\\\が必要である（持参すること）。
　(7) 保険約款に記載されていないその他の医療のための費用
　(8) 青少年交換の地区による旅行のために、\\\\\ 必要である。
最新の住民登録システムに関して

　新しい住民管理システムとして在留カード方式になった。

　在留カードの交付

　(1)　対象者：日本に3か月以上の在留期間の在留資格のある人に対して『在留カード』が交付される

　(2)　記載情報：（顔だけの）写真、氏名、国籍／地域、生年月日、性別、在留資格、在留期間、就労の許可範囲などの
　　　情報が記載される

　(3)　交付場所：地方入国管理官署（成田空港、羽田空港、中部国際空港、関西空港で新たに中長期在留者にあたる
　　　在留資格で入国した時に交付する。ただし、それ以外の出入国港では、入国後に地区町村に届け出た住居地宛て
　　　に簡易書留で郵送する予定。詳細は、地方入国管理局・支局・出張所に問い合わせること）　
　(4)　あなたが初めて日本に外国から入国されたときに、14日以内に第1ホストファミリーの住所を各市町村で登録する

　　　ように。その時には、空港で発行された『在留カード』も持って行くこと。
保険

　保険は最も重要な必要条件です。予想外の出費に対して予防措置を提供する。
　国際ロータリーは、医療治療費用や死亡事故に対する補償できる保険に加入することを求めている。
　交換学生の親または法的保護者は、すべての医療費用や事故対応費用を支払う義務を負っている。

　また、親または法的保護者は全ての交換学生の旅行保険に加入する必要がある。
　加えて、

　この旅行保険は偶然のけがや病気、事故死、四肢切断、後遺障害補償、遺体の本国送還、24時間緊急援助サービス、
　個人賠償責任、緊急訪問費用、および歯科事故における歯科治療費などが補償される。
　　(1)　ホスト地区の青少年交換委員会によって指定された旅行保険が、この目的に合致している。

　　　　RIJYEC（NPO法人　国際ロータリー日本　青少年交換委員会）の日本版旅行保険を参照するように。
    　　RIJYECの保険プランに登録をするために、あなたは受入地区青少年交換委員会の指示を受けなさい

　　　　保険加入は、あなたが家を出発する時までには加入しなければならない。そうすれば、自宅を出る時から、自宅
　　　　に戻る時まで、保険で補償される。
(2)　さらに加えて、あなたは（日本の制度(義務)である）国民健康保険に加入しなくてはならない。
　　　　日本に住所を持っている全ての人は、国民健康保険としての、公的健康保険制度に入会する必要がある。

　　病気はどんなときにも襲ってくる可能性がある。本当に病気になった時に医療治療のための措置の備えがなければ、
　　非常に高額の治療費を支払うことができない無保険者になる危険がある。
　　これを防ぐために、日本では強制的な保険システムがある。そして日本に住んでいる全ての人たちが、何らかの形の
　　保険によってカバーされていなければならない。あなたが（長期・中期の在留ビザあるいは日本に滞在許可のある）
　　外国の住民として登録するとすぐに、国民健康保険を申し込むことができる。

　　(a)　国民健康保険の補償範囲

　　　　もしあなたが病院で病気やけがの治療を必要としたら、あなたは国民健康保険証を提示すること。
　　　　その補償範囲は別紙（添付）の『RIJYEC（NPO法人国際ロータリー日本青少年交換委員会）の日本版旅行保険』
　　　　の案内を参照確認すること。
　　(b)　保険税(保険料)

　　　　いったん国民健康保険に登録すると、あなたは保険税(保険料)を支払わなくてはならない。
　　　　その金額(税額)はそれぞれの市町村で変わる。ロータリー青少年交換プログラムで来日したすべての学生は最
　　　　小限の保険税(保険料)がチャージされる。保険税(保険料)はあなたが何度保険を使用しても、変わることはない
　　　　（再計算されない）。 
　　 (c)　保険証

　　　　発行された国民健康保険証は十分注意して保持すること。それは、あなたが保険加入している証明である。
　　　　あなたが医者にかかる時や日本のどこかを旅行している時でも、常に手元に持っているようにしなさい。
　　したがって、あなたが受入地区に到着した後、このプログラムへの加入方法や、加入に必要なモノについて教える。
受入（ホスト）ロータリー地区（D.xxxx）
　受入地区は、到着後なるべく早く、日本でのあるべき交換学生になるためのオリエンテーションを開催する。
受入（ホスト）ロータリークラブ
　受入ロータリークラブは下記の項目について提供する： 
　　(1)ホストファミリー：その数は3から4か所となる。ホストファミリーがロータリアンの家庭であることは必ずしも限らないが、
　　　ホストファミリーの半数をロータリアンでホストすることに努める。
　　(2)カウンセラー：カウンセラーとは友好な関係を広げること。カウンセラーとの良好な関係は交換学生を成功させる最大
　　　の秘訣である。一部活動に関して、カウンセラーの許諾が必要なものがある。
　　(3)選定された学校における教育、学生服、教科書、ホストファミリーと学校間の必要な費用など。ただし、特殊な教科費
　　　用や、クラブ活動費用は学生が負担しなければならない）。
　　(4)旅費や宿泊費も含めてロータリーが出席義務を負わせた会議や行事への参加するための費用（ただし、第ＸＸＸＸ
　　　地区の指定旅行費用を除いて＝ページ6を参照）
　　(5)国際ロータリーで定められた、毎月の小遣い：これは毎月の最初に学生に支払われ、その用途は学生の自由裁量と
　　　なる。（毎月の小遣いは、XXXX円）。
ホストファミリーについて
　学生は家庭の中で通常予想されるすべての役割や責任において実質的なホストファミリーの一員となる。学生はいろい
　ろな行動に対しホストファミリーの許可を得なくてはならないものや、外出禁止を申し付けられることも受け入れなければ
　ならない。門限は午後9時とする。もし門限を過ぎるようなことが予想される時はいつも必ず、ホストファミリーの許可を得
　なければならない。ホストファミリーは、その他家族と同じように、十分な食事と生活環境を提供する。
ルール
学校

　学生はロータリークラブが選定した高校に行かなければならない。あなたが全ての学校の行事に参加してほしい。通常科
　目を受講し、通常の報告がされることになる。校則は固く守らなくてはならない。学校の受講科目の単位は得られない可

　能性があることを理解すること。
法律

　いかなる時も、学生は日本の法律を守らなくてはならない。
　違法薬物の所持、使用は違法であり許されるものではない。
酒（アルコール飲料）

　アルコール飲料を飲むことはいかなる場所でも状況でも許可しない。
タバコの喫煙
　タバコの喫煙は許可しない。
恋愛関係

　恋愛関係は芳しくない。不適切なセックス行為は許されない。
旅行

　第ＸＸＸＸ地区の受入学生用に明記された旅行のルール（下記）を注意深く確認すること
　　＊地区内の旅行

　　　学生はホストファミリーの親の許可が必要

　　＊地区外への旅行
　　　学生は、地区外に旅行する場合はホストロータリークラブの国際奉仕（青少年交換委員会）委員長への届けを経由
　　　して、地区青少年交換委員会の許可を得なければならない。このことは本国の親、保護者が来日した場合の地区
　　　外旅行にも当てはまる。旅行が学期内（学校の休校以外）に実施される場合は学校の許可が必要である。学生同
　　　士の旅行（来日学生同士の場合も）はどんな状況でも引率者なしでは許されない。連絡先電話番号などを含めた
　　　詳細な旅程がホストロータリークラブとホスト地区に提供されなければならない。
　　＊海外への旅行

　　　日本から海外への旅行は許可しない。学校の旅行（修学旅行等）での海外旅行は本国の親／保護者、スポンサー
　　　ロータリークラブ会長、スポンサーロータリー地区青少年交換委員長の許可が必要。その場合、すべての修学旅行
　　　費用は学生（親）が払わなくてはならない。
禁止事項
　次の行為はどんな状況でも許可されない
　　(1)　原動機付きの乗り物（グライダーも含む）の使用

　　(2)　全ての種類のハンググライダーをすること
　　(3)　全ての種類の超軽量飛行機の使用

　　(4)　パラシュートジャンピング、スカイダイビング、バンジージャンプの類をすること
　　(5)　その他地区委員会が決めた危険な自然活動をすること
他の禁止事項
　ボディーピアスと刺青（タトゥー）

　健康面、衛生面で、学生はいかなる種類のボディーピアスおよびタトゥーも交換期間中は許可しない。
本国強制送還

　
下記の行為をした時は、学生は交換期間中であっても本国送還される。その場合、経費は親が負担する。
　　(1)　モーター付き（エンジンで走る）乗り物、モーター付き（原動機付き）自転車を運転すること
　　(2)　違法薬物を所持あるいは使用した時

　　(3)　アルコール飲料を飲んだ時

　　(4)　たばこ製品の喫煙

　　(5)　ふしだらな行為をした時

　　(6)　カウンセラーが知らない状態で、学校を休むこと

　　(7)　学生がホストされている町や家庭などの環境に適合しないとき、
　　　　またはホストロータリークラブに不満の態度を示すようなとき
　　(8)　金品を盗んだ時

　　(9)　犯罪を犯した時
　　(10) いかなることでもロータリーのイメージを損した時　

　早期本国送還が上記理由のいずれかで行われる場合、事前に学生、学生のホストロータリークラブのカウンセラー、国際
　奉仕／青少年交換委員長、クラブ会長、派遣元・受入両地区青少年交換委員長および本人の親／保護者とで協議され

　る。
望まれること

　
　我々はあなたが我々の地区のロータリー交換学生として受入ができることを喜ばしく思う。受入ロータリークラブおよび
　そのメンバーはあなたに特定の期待を持っている。それらの多くは、受入れ条件とルールのところで記載してある。
　日本にいる一年間は、あなたは他の留学生の模範となれる。あなたはロータリーの大使であり、あなたの国を代表する重
　要人物である。あなたに受け入れ条件とルールに注意を払ってもらいたい理由である。付け加えて、ロータリアン、奉仕
　団体、若者グループや他の組織に、ことあるたびにあなた自身や自分の国のことを話してほしい。これがあなたを大使と
　して売り込むチャンスである。
　日本は長い歴史と伝統、多くの観光名所のある小さな国である。あなたは日本の色々な所に旅行に行く機会を持つかも
　しれない。それは、ホストファミリー、ロータリーメンバーあるいは青少年交換学友(ROTEX)と一緒に行く場合もある。しかし
　ながら、あまり期待をしてはならない。時には、あなたの個人的費用を分担を要求されるかもしれない。
義務的な旅行（地区のグループツアー）
　毎年、第ＸＸＸＸ地区青少年交換委員会は○月と○月にロータリー青少年交換委員会引率の旅行に行く。この旅行は毎
　年行き先、期間ともに変更されることもある。

　このような義務の事業に対し、あなたは費用を払わなければならない。全ての学生は、これに参加しなくてはならない。
　この旅行費用であるXXXX円を学生は持参しなければならない。到着後なるべく早く、あなたはホストクラブ経由で第ＸＸ
　ＸＸ地区青少年交換委員会に届けることになる。 (これらの旅行費用の総額は、おおよそXXXX円である。よって、学生の
　負担分はxxxx円、残りのxxxx円は地区から拠出される)。
持参するもの

　日本の気候と習慣に合ったものを持ってきなさい。もし、薬などの医薬品を持ってくる場合、各自自分で確認しなさい。
最後に、一般としてあなた自身を我々日本のあるいは地域の習慣に適応させることを期待する。ロータリー青少年交換プログラムの主目的は理解と親善を促進することである。あなたと我々の助けでこのプログラムのすべての目的は達成されるはずである。
我々はあなたの到着と、ロータリー第xxxx地区の交換が成功裏に終了することを願っている。

	　　　　　　
DECLARATION(誓約書)
署名した我々（学生本人、親）はこれらのD.xxxx地区の青少年交換プログラムの条件、規則、期待値を読み、理解することを確約し、それらに同意をする。
　学生                           　　　　　　　　　                   （署名） 

　母親                         　　　　　　　　　　                   （署名）
　父親                           　　　　　　　　　　　　             （署名）
　署名日付   　　    /           　　  /             　　      
                年     　　　　　　　月　　　　　　　　　日　　　  
全てのコピーに署名し、誓約書の1部をD.xxxx 青少年交換委員会に返送すること



このルールは、決して学生を縛り付けたりプレッシャーを与えたりするものではなく、D.xxxx地区の青少年交換の監督のもとに置かれる間の学生の安全と保護を補償するためである。
また、詳細は上記の費用の項目にあるように、日本円でxxxx円持参することを要求する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　第ｘｘｘｘ地区　青少年交換委員会
省略可能


地区所在の情報を書き入れる
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